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実験水路を用いたカエル類のＵ字溝水路への転落に関する研究 
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１．背景と目的 

水利用学研究室では，栃木県市貝町小貝川上流域の杉山入の谷津でニホンアカガエルの

卵塊調査を行ってきた（2003～2010 年）．2005 年冬期～2006 年春期にかけて実施された圃

場整備の影響で水路に転落するカエル類を多数確認したため，卵塊調査とともに水路に転

落したカエル類の落下個体数調査を行った．調査対象とした水路の断面寸法は幅 30cm×高
さ 30cm であるが，一部 40cm×30cm の水路も存在する．なお，高低差の大きい水田間には

落差工（50cm），谷津中央部から上流部の区間の水路にはカエル類転落防止のフタが全長
の 40%に設置されている．水谷ら（2005）は，水路全域に設置したフタがカエル類の水路

への転落を完全に防ぐことを示しているが，杉山入の谷津ではフタの一部設置または未設

置の区間が存在するためカエル類の転落の問題は解決しない．  
転落したカエルの救出のため，生態系保全水路や脱出スロープに関する研究（大平ら，

2007；前野ら，2009）やそれに関するカエルの基本的な能力（遊泳・登攀）についての研
究（土井，2001，2009；渡部ら，2009）はされているが，これらはカエル類が水路に転落

した後の研究であり，その前の段階である水路へ転落するカエル類に着目した研究報告は

ない．そこで本研究では室内実験を行い，カエル類の水路への転落に関する行動特性を定

量的に把握することを本研究の目的とした．  

２．材料と方法 

杉山入の谷津内で採捕したニホンアカガエル・トウキョウダルマガエルの 2 種を実験に

用い，体長は成体と亜成体（当年産の幼体）の 2 区分とした（Table 1）． 
 実験水路（縦1m×横4m，高さ1m）内には，水路部，その左右にカエル移動部，その両
端に移動制限壁を設置した水路模型を製作した．実験の手順は次の①～⑤のとおりである．

①実験水路内に水を入れ，水路模型の水深が10cmになるように水位を設定する．②人工芝
全体に水を散布し，実験環境を計測する．③カエルを対岸側に誘導するためカエルの鳴き

声を再生する（成体のみ）．④カエル移動部中央にケージで囲ったカエルを置き，安定す

るまで10分待つ．⑤ビデオカメラでの撮影を始め，ケージを開放して実験を開始する．全
て転落した場合は実験終了とした．最終的には，撮影したデータからカエルの向き・位置・

移動した時間をプロットした移動の軌跡を作図した．このような実験を１回の実験で成体

は１個体ずつ，亜成体は５個体ずつ用い，同じ個体での実験を３回繰り返し行った． 
Table 1 供試個体の概要 Frogs' outlines
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３．結果と考察  
本実験のカエルの全行動を再現するため，実験開始からカ

エルの水路への転落あるいは対岸到達までの過程を 6 つの判

断（分岐条件）を設定したフローチャートを作成した（Fig. 1）．  
各分岐条件の割合をまとめると，1)と 3)と 7)と 9)の割合の

和が残留率，5)と 11)の割合の和が転落率を表す．ここで，転
落率のうち，4)→5)は水路方向に向かい，水路付近に着地せ

ずに転落した割合なので通常転落率，10)→11)は対岸方向に
跳躍したが転落した割合なので対岸到達失敗率，12)は対岸到

達成功率として扱った．結果は以下の通りである．通常転落

率はニホンアカガエル成体 72%，亜成体 62%，トウキョウダ
ルマガエル成体 54%，亜成体 33%，ニホンアカガエル亜成体

は対岸未到達のため，対岸到達失敗率はそれぞれ 67%，75%，
73%，対岸到達成功率は 33%，25%，27%であった．  

また，カエルの転落には跳躍力の他に踏切地点と着地地点

も関係すると考えられたため，カエル移動部を 5cm ごとに範
囲分けし，D-5~50 の踏切地点とした．同様に水路部も 10cm

ごとに範囲分けし，水路右側，中央，左側に転落，対岸側の

水路壁に衝突後転落，対岸到達した場合をⅠ～Ⅴの着地地点

として扱った（Fig. 2）．結果は以下の通りである．D-35~50
から跳躍する個体は存在しなかった．D-20,25 からⅣへ跳躍

する個体は尐数存在したが，D-5,10 からⅣへ跳躍する割合が

高かった．また，対岸に到達したのは全て D-5 からの跳躍であった．踏切地点と着地地点
の関係から，D-5,10 からⅣに跳躍した個体はⅤに跳躍しようとしたが，跳躍距離が足りな

いため水路壁に衝突して転落したものと推測された．さらに，D-5 と D-10~50 の範囲にお
けるカエルの行動を比較した結果，D-5 では長距離跳躍の割合が増加し，トウキョウダル

マガエルの亜成体では爬行する割合が増加した（Fig. 3）．   

６．まとめと今後の課題  
水路付近に着地後，爬行行動をして水路際に接近した個体は水路際を認識していること

が示唆された．また，水路付近・水路際から跳躍したが対岸側の水路壁に衝突した個体，

水路際で長距離跳躍した個体は，対岸へ跳躍しようとする意識が働いていることが考えら

れるため，対岸側のカエル移動部の認識をしている可能性がある．  
カエル類の転落を防止するためには林地と水田間の移動中，早期の水路の認識・水路付

近への着地・水路際への接近と誘導する必要がある．水路認識・水路際接近を促すため水

路周辺の部分に勾配，畦畔間には交互に高低差を設置した構造を転落防止対策として提案

する．しかし，実際にこの構造での実験や現場に設置して，モニタリングを行ったうえで

その構造の効果の検証が必須である．  

 
Fig. 1 フローチャート  

Flow chart 
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Fig. 2 区間分け図  

Section division figure 

 
Fig. 3 カエルの行動の比較  
Comparison of actions of frogs 


